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歳入
歳出
累計不足額

平成１４年度予算を基準に、市の財政収支の推移を歳入・歳出ごとにグラフにし
ました。これは、伸び率や対象となる人数の変化を踏まえ、狭山市駅西口再開発
事業の実施を見込むことなどを前提に試算したものです。その結果、平成１５年度
から１９年度の５年間で、合計約２３２億円の財源が不足する見通しとなります。
※平成１５年度は、財政健全化の推進（４ページ・表２）に挙げた項目の前倒しなどを行い、不
足額を解消しているため、表の合計額は約２２３億円になります

１１
月
１０
日
号
で
は
、歳
入
の
減
少
と
経
費
の
増
加
で
、市

の
財
政
状
況
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。こ
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
立
て
直

し
、将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
す
る
た
め
、

市
で
は
新
た
に
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、全
庁
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
月
は
、行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
基
本
的
な
視
点
と
、具

体
的
に
取
り
組
む
９８
の
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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近
年
、地
方
分
権
の
進
展
な
ど

市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、市
税
収
入
が
大
き
く

減
少
す
る
一
方
、職
員
人
件
費
、福

祉
関
係
費
、施
設
の
維
持
管
理
費

な
ど
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

経
費
が
増
加
し
、財
政
状
況
を
示
す

指
標
の
経
常
収
支
比
率
は
、財
政

運
営
上
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
わ
れ
る
８０
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、事
業
に
向

け
る
財
源
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

こ
の
ま
ま
で
は
現
状
の
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
も
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、市
で
は

将
来
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
で

き
る
、安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、新
た
に
平
成
１９
年
度

ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た
行
財
政

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

計

画

期

間

行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
計
画
期

間
は
、平
成
１５
年
度（
２
０
０
３
年

度
）か
ら
平
成
１９
年
度（
２
０
０
７

年
度
）ま
で
の
５
年
間
で
す
。
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※１インセンティブ予算制度…事務事業の執行方法などを各課で自発的に見直し、
経費節減が図れた場合にその一部を当該担当に再配分する制度 ※２入札VE…
公共工事で民間の技術を活用することにより、コスト縮減などが可能となる場合、
民間からの技術提案を求める契約方式 ※３PFI…公共施設などの設計から運営
までに民間の資金や専門技術・知識を活用して公共サービスを提供する事業手法
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行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
は
、次
の

基
本
的
な
視
点
に
立
っ
て
推
進
し

ま
す
。
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行
政
が
行
う
施
策
や
事
務
事
業

な
ど
の
取
り
組
み
・
成
果
を
市
民

の
視
点
で
客
観
的
に
評
価
・
検
証

し
、次
の
取
り
組
み
に
生
か
す
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。
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施
策
の
経
済
性
や
効
果
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
、効
率
的
で
質

の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
経
営
感
覚
を
持
ち
、健

全
な
財
政
運
営
を
進
め
ま
す
。
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行
政
の
情
報
を
市
民
に
積
極
的

に
提
供
す
る
と
と
も
に
、市
民
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
民
間
非
営
利
組
織
）を
は

じ
め
民
間
と
の
連
携
・
協
力
を
図

り
、新
し
い
関
係
を
構
築
し
ま
す
。
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開
か
れ
た
市
政
は
、市
民
が
主

体
と
な
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。個
人
情
報

の
保
護
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
つ
つ
、情
報
公
開
や
行
政
の

高
度
情
報
化
な
ど
を
充
実
し
ま
す
。
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職
員
の
資
質
向
上
や
能
力
開
発

に
取
り
組
み
、政
策
形
成
能
力
や

専
門
性
を
向
上
さ
せ
、職
員
の
意

識
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、各
部

局
の
自
主
性
・
主
体
性
を
高
め
る

た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
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行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
基
本
的

視
点
の
も
と
、次
の
５
つ
の
推
進

項
目
に
沿
っ
て
、表
１
か
ら
表
５

に
示
す
具
体
的
な
課
題
に
取
り
組

み
ま
す
。
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社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
現
在
、限
ら
れ
た
人
材

と
財
源
を
最
大
限
生
か
し
、効
率

的
・
効
果
的
に
行
財
政
を
運
営
し

ま
す
。ま
た
、よ
り
良
質
な
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、民

間
活
力
の
導
入
を
進
め
る
な
ど
、

行
財
政
の
し
く
み
を
変
え
る
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。（
表
１
）
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市
の
財
政
状
況
が
極
め
て
厳
し

い
こ
と
か
ら
、職
員
の
定
員
管
理

や
給
与
の
適
正
化
、現
在
の
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
を
さ
ら
に
徹

底
し
て
行
い
ま
す
。ま
た
、歳
入
を

確
保
し
、徹
底
的
に
歳
出
の
抑
制

を
図
る
な
ど
健
全
な
財
政
構
造
に

す
る
た
め
、本
プ
ラ
ン
の
財
政
面

は「
財
政
健
全
化
推
進
計
画
」に
基

づ
い
て
進
め
ま
す
。（
表
２
）
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市
行
政
に
は
、よ
り
多
く
の
分

野
で
き
め
細
か
な
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

具体的な取組課題
新たな財政システムの導入
部別枠配当予算制度の導入
事業別予算化の推進
インセンティブ予算制度※１の導入
行政コスト計算書の作成
市民参加型ミニ市場公募債発行の検討

新たな定員管理システムの導入
早期退職者制度の推進
部別枠定員管理制度の導入
行政サービスの担い手のあり方の検討と実施

新たな契約システムの導入
入札VE※２方式の導入
入札予定価格の事前公表の実施
電子入札の導入

新たな民間活力活用システムの導入
PFI※３導入指針の策定
PFI研究会の設置
派遣サービス導入の検討
行政評価制度の推進
窓口サービスの向上の推進
目標管理型行政システムの推進

１
２
３
４
５

６
７
８

９
１０
１１

１２
１３
１４
１５
１６
１７

項 目

新たな
行財政システムの導入

成果を重視する
システムの導入

表１ 行財政システム改革の推進
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